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平成25年３月22日 

各  位 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

(訂正）平成24年3月期第3四半期以降平成25年3月期第3四半期までの四半期決算短信及び 

決算短信の一部訂正について 

 
当社は、平成24年3月期第3四半期以降平成25年3月期第3四半期までの四半期決算短信及び決算短信の記載内容のうち、

「継続企業の前提に関する重要事象等の概要」に関し、一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。 

なお、平成24年3月期第3四半期以降平成25年3月期第3四半期までの四半期報告書、有価証券報告書については当該項

目が記載されているため、訂正箇所はありません。 

 

記 

 
Ⅰ.【訂正箇所】〈3頁〉平成24年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

【訂正前】 

記載なし 

【訂正後】 

当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシ

ュ・フローのマイナスが続いていること等により、継続企業の前提に関する注記を連結財務諸表等に記載しておりまし

たが、平成23年10月19日付で第10回新株予約権を発行し、平成23年10月20日に2,145百万円が行使され、全額の

行使が完了しております。 

これにより、資金面において、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。 

 

Ⅱ.【訂正箇所】〈4頁〉平成24年3月期決算短信〔日本基準〕（連結） 

（５）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

【訂正前】 

記載なし 

【訂正後】 

当社グループは、当連結会計年度において627百万円の当期純損失を計上し、平成16年３月期より継続的な純損失を

計上しております。また、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスが続いておりま

す。     

  これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在して

おります。  

  ただし、当社グループは、当該事象等を解消するための施策の実施と十分な資金確保により、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断しております。 

当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積極的に

推進しております。 

①コストダウン施策の実施及び強化 

利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般につい

ての見直しを行い収益改善を図ってまいります。 

②ＴＶ通販への本格的な参入 

 昨年より、ＴＶ通販への参入を行ってまいりましたが、現在、好調に推移しておりますので、さらに注力し事業の柱

としてまいります。 

③ダイヤモンド研磨事業の強化 

平成23年10月25日付で中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司とダイヤモンド研磨工場の運営に関する契約を締結し、 
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当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシスムを導入しております。 

 これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。 

 当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資金面での安

定化に努めており、今後の運転資金も十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認め

られないものと判断しております。 

 

Ⅲ.【訂正箇所】〈3頁〉平成25年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

【訂正前】 

該当事項はありません。 

【訂正後】 

当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシ

ュ・フローのマイナスが続いております。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または、状況が存在しております。 

ただし、当社グループは、当該事象等を解消するための施策の実施と十分な資金確保により、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断しております。 

当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積極的

に推進しております。 

①コストダウン施策の実施及び強化 

利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般につい

ての見直しを行い収益改善を図ってまいります。 

②ＴＶ通販への本格的な参入 

 昨年より、ＴＶ通販への参入を行ってまいりましたが、現在、好調に推移しておりますので、さらに注力し事業の柱

としてまいります。 

③ダイヤモンド研磨事業の強化 

 平成23年10月25日付で中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司とダイヤモンド研磨工場の運営に関する契約を締結し、

当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシスムを導入しております。 

 これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。 

 当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資面での安定

化に努めており、今後の運転資金も十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認めら

れないものと判断しております。 

 

Ⅳ.【訂正箇所】〈3頁〉平成25年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

【訂正前】 

該当事項はありません。 

【訂正後】 

当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシ

ュ・フローのマイナスが続いております。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または、状況が存在しております。 

ただし、当社グループは、当該事象等を解消するための施策の実施と十分な資金確保により、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断しております。 

当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積極的

に推進しております。 

①コストダウン施策の実施及び強化 

利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般につい

ての見直しを行い収益改善を図ってまいります。 

②ＴＶ通販への本格的な参入 

 昨年より、ＴＶ通販への参入を行ってまいりましたが、現在、好調に推移しておりますので、さらに注力し事業の柱

としてまいります。 

③ダイヤモンド研磨事業の強化 

 平成23年10月25日付で中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司とダイヤモンド研磨工場の運営に関する契約を締結し、

当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシスムを導入しております。 

 これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。 
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 当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資面での安定

化に努めており、今後の運転資金も十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認めら

れないものと判断しております。 

 

Ⅴ.【訂正箇所】〈3頁〉平成25年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

【訂正前】 

該当事項はありません。 

【訂正後】 

当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシ

ュ・フローのマイナスが続いております。 

 当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

  ただし、当社グループは、当該事象等を解消するための施策の実施と十分な資金確保により、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断しております。 

当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積極的

に推進しております。 

①コストダウン施策の実施及び強化 

利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般につい

ての見直しを行い収益改善を図ってまいります。 

②ＴＶ通販への本格的な参入 

 昨年より、ＴＶ通販への参入を行ってまいりましたが、現在、好調に推移しておりますので、さらに注力し事業の柱

としてまいります。 

③ダイヤモンド研磨事業の強化 

 平成23年10月25日付で中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司とダイヤモンド研磨工場の運営に関する契約を締結し、

当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシステムを導入しております。 

 これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。 

 当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資金面での安

定化に努めており、今後の運転資金も十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認め

られないものと判断しております。 

 

 以 上 


